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お
見
舞
い

　
令
和
５
年
５
月
に
発
生
し
た
奥
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
で

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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近
年
は
、
過
去
に
例
を
み
な
い

大
規
模
な
自
然
災
害
の
多
発
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
流
の

混
乱
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
る
肥
料・飼
料
等
の
高
騰
、

円
安
の
進
行
と
い
っ
た
想
定
外
の

　
５
月
27
日
に
、
石
川
県
農
業
共
済
組
合
本
所
に
て
書
面
出
席
を
含
む
総
代
98
名
の
も

と
、
県
農
林
水
産
部
長
竹
沢
淳
一
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
金
沢
市
の
宮
崎
秀
明
総
代
が
選
出
さ
れ
、
提
出
し
た
12
議
案
す
べ
て
が
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ス
ク
も
生
じ
て
お
り
、
農
業
経

営
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
政
府
に

お
い
て
も
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
対
策
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
農
業
者
自
身
の
備
え
と
し

て
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
書
）
の
普
及
推
進
を
図
り
つ

つ
、
収
入
保
険
や
農
業
共
済
の
加

入
推
進
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
対
象
品
目
は
限
定
さ
れ
ま
す

が
、
全
て
の
農
業
者
を
対
象
と
す

る
農
業
共
済
と
青
色
申
告
者
に
限

定
さ
れ
ま
す
が
、
全
て
の
品
目
を

対
象
と
す
る
収
入
保
険
の
両
事
業

に
よ
る
農
業
保
険
を
推
進
し
、
農

業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
、
総
力
を
あ
げ
て
事
業
推
進

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
で
は
、
５
年
後
に
は

加
入
資
格
を
有
す
る
経
営
体
の
概

ね
半
数
の
加
入
目
標
を
掲
げ
、
今

年
は
３
０
０
経
営
体
の
新
規
加
入

を
目
指
し
ま
す
。
令
和
５
年
は
農

家
の
皆
様
が
加
入
し
や
す
い
よ
う

に
掛
金
等
の
補
助
を
、
石
川
県
及

び
県
下
市
町
の
約
半
分
の
行
政
に

実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
農
業
共
済
で
は
、
水
稲

共
済
の
全
相
殺
方
式
へ
の
移
行
、

園
芸
施
設
共
済
の
加
入
拡
大
に
重

点
的
に
取
り
組
み
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
引
受
方
式
を
提
案
し
、
両

制
度
が
一
体
と
な
っ
た
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
昨
年
は
８
月
４
日
の
記
録
的
な

大
雨
に
よ
り
、
河
川
の
護
岸
決
壊

等
に
よ
る
圃
場
の
冠
水
・
浸
水

及
び
土
砂
流
木
等
の
流
入
等
も

あ
り
、
農
作
物
共
済
で
総
額
４
，

０
０
０
万
円
余
り
、
畑
作
物
共
済

で
は
３
，
６
０
０
万
円
余
り
、
園

組
合
長
理
事
　
田
中
　
肇

開会にあたり、挨拶をする田中組合長
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農
業
共
済
と
収
入
保
険
の
両
事
業
で

農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
強
化

第17回通常総代会

◆ 提出された議案 ◆
議案第１号
事業規程の一部変更議決の件

議案第２号
令和４年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、キャッ
シュ・フロー計算書、剰余金処分案及び不足金処理案承認の件

令和４年度実績
　総共済金額 5,571億1,823万円
　総支払共済金 4億527万円

議案第３号
令和５年度事業予定計画書及び収支予算書議決の件

令和５年度事業計画
　総共済金額 5,661億2,661万円
　業務収支予算額 ８億3,098万円

議案第４号
令和５年度事務費賦課金徴収額及び徴収方法議決の件
　賦課金総額 2億4,828万円

議案第５号
役員、顧問弁護士、損害評価会委員及び共済部長報酬議決の件

議案第６号
借入金最高限度額及び借入条件議決の件
　借入金　最高限度額 10億円

議案第７号
特別積立金取り崩し限度額議決の件

損害防止費に充当する特別積立金の取り崩し限度額
　農作物共済勘定 8,85０千円
　果樹共済勘定 500千円
　畑作物共済勘定 １００千円
　園芸施設共済勘定 2,017千円

議案第８号
余裕金預入先議決の件

議案第９号
危険段階別共済掛金率設定議決の件

議案第10号
職員給与規則の一部改正承認の件

議案第１１号
職員退職給与規則の一部改正承認の件

議案第１２号
実施体制の改善計画の策定議決の件



芸
施
設
共
済
で
は
１
，７
０
０
万

円
余
り
の
共
済
金
を
お
支
払
い
ま

し
た
。
任
意
共
済
を
含
め
た
全
事

業
で
、
総
額
４
億
５
０
０
万
円
余

り
の
共
済
金
の
早
期
支
払
い
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
５
月

５
日
の
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る

震
度
６
強
の
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
組
合
で
は
職
員
一

丸
と
な
り
損
害
評
価
に
努
め
て
い

る
所
で
す
。

　
本
年
度
は
農
業
共
済
事
業
で
は

総
共
済
金
額
５
，６
６
１
億
円
余

り
の
必
達
を
事
業
計
画
に
据
え
、

農
業
者
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
を
確

保
す
る
た
め
、
法
令
等
を
遵
守
し

適
正
な
団
体
運
営
に
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総代数　１０１名
本人出席 ４４名
書面出席 ５４名
欠　　席 　３名

議長に選出された宮崎総代
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施設費　67,720 

引当金等繰入　68,002 

業務費　47,763 
事務費　24,616 

損害防止費　14,589 
諸税負担金　10,951  
事業勘定繰入　8,457 

損害評価費　5,207  
その他
13,216

予算総額：8億3098万円

令和5年度業務収支予算の概要
事務の効率化を図り、経費の削減に努めます。

事業の推進状況を勘案しながら予算執行計画に基づき、厳格な予算統制を図ります。

執行体制を整備し、事業の円滑な運営と
事務能率の向上・合理化に努めます。

■収入の部 単位（千円） ■支出の部 単位（千円）

●
参
事
統
括
の
下
、
管
理
職
の
責
任
体
制
を
明
確
に
し
、

適
材
適
所
へ
の
職
員
配
置
に
よ
り
、
事
業
の
円
滑
な

運
営
と
事
務
能
率
の
向
上
・
合
理
化
に
努
め
ま
す
。

　●
継
続
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
・
組
織
運
営
が
行
え

る
よ
う
、
業
務
の
合
理
化
、
効
率
化
の
観
点
か
ら
業
務

収
支
の
将
来
見
通
し
等
中
長
期
計
画
を
策
定
し
、
必

要
に
応
じ
て
随
時
見
直
し
ま
す
。

●
全
て
の
農
家
が
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継
続
で
き
る

よ
う
農
業
共
済
、
収
入
保
険
が
一
体
と
な
っ
た
加
入
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
頻
発
す
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
対
応
す
る
た
め

園
芸
施
設
共
済
の
引
受
拡
大
を
目
指
し
、
水
稲
共
済

で
は
全
相
殺
方
式
を
中
心
に
農
家
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

方
式
を
提
案
し
ま
す
。

●
公
共
性
の
高
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
へ
の
信
頼
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
整
備
し
た
体
制
の
下
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
強
化
の
た
め
の
研
修
の
反
復
実
施
、
内
部
検

査
の
実
施
等
各
種
方
策
を
実
践
し
ま
す
。

人件費
559,784

普及推進費　10,670 

受取補助金
362,993

事業勘定受入
222,365

受取利息
140,882

受託収入　47,348 

退職給与金施設預託金
付加金収入　7,180 

賦課金　37,383 

損害防止収入
2,052 

その他
10,772

事
務
執
行
体
制
の
整
備

中
長
期
計
画
の
策
定
と
見
直
し
の
実
践

農
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化
・
実
践

受取補助金
NOSAIの運営経費の一部を国などが負担
事業勘定受入
事業勘定から業務勘定に繰り入れされるもの
受取利息
有価証券、定期預金などの利息収入

人件費
役員報酬、職員給料手当、法定福利費、顧問料等
引当金等繰入
事務機械化準備金、修繕引当金、建設引当金等
施設費
光熱水費、事務所や公用車などの修繕維持費等
業務費
NOSAI部長報酬、各業務の委託費等 

収入では 支出では

第17回通常総代会

●補償の充実を図るため、農家ごとの事故実績を提示し、死亡廃用共済は低
付保割合農家に対する最高補償割合への引上げ、疾病傷害共済は適正な最
高補償共済金額への選択を促し、両者を一体とした加入推進を行います

制度の充実と補償で農家を支援します
令和４年度　共済金４億５２７万円支払いました
令和５年度　総共済金額５,６６１億２,６６１万円を計画しています

◆ 令和４年度事業実績

8,488
100
57
58
73
96

1,097
23,508
638

34,115（実）

組合員数（人） 引受数量 共済金額（千円） 徴収掛金（千円） 支払対象 支払共済金（千円）
15,712ha
690ha

12,239 頭
3,988 頭
47ha
580ha
4,348 棟
38,234 棟
2,609 台

12,537,395
251,078
1,117,970
38,857
69,867
161,198
2,556,937

530,219,540
10,165,390
557,118,232

4,002
6,988
19,011
11,108
929
5,220
20,538
452,074
45,172
565,042

　238人
23人
371頭
3,894 件

２人
83人
89人
482棟
243台

37,616
2,874
35,752
29,953
538

36,800
17,901
190,814
53,027
405,275

農作物共済

家畜共済

果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済
建物共済
農機具共済　　　
　　　計

水稲
麦
死廃
疾病

◆ 令和５年度事業計画

◆ 収入保険

農作物共済
水稲

麦

15,166ha

652ha

1,247経営体　

12,224,775

250,548

家畜共済 16,281頭 1,237,202

果樹共済 48ha 67,403

畑作物共済 524ha 146,603

園芸施設共済 4,724棟 2,792,362

建物共済 38,948棟 539,387,790

農機具共済

収入保険

　　　　計　　　

2,575台 10,019,930

566,126,613

引受数量

令和５年度
引受計画数

引受計画と実施方策

引受計画と実施方策

共済金額（千円）
●関係機関と連携し、一体化用紙の回収に努め、有資格農家を把握し適正な引
受を行います
●水稲・麦において、農家のニーズに応じた引受方式を推進し、無保険者を発
生させないように努めます

●農家ニーズに沿った引受方式を最高の補償が受けられるよう加入推進に努
めます

●生産者団体及び関係機関との連携を密にし、担い手及び集落営農組織の情
報を正確に把握し、各種交付金の対象となる作付面積等と整合性をとり、
適正な引受に努めます

●収入保険、水稲全相殺方式、園芸施設共済推進に合わせて農機具共済の制
度説明を徹底し、農業用ドローンについては、補償内容及び免責規定など
を農家に十分説明し加入推進に努めます

●加入者からの補償ニーズが強い建物総合共済への転換を積極的に行うとと
もに、建物総合共済の共済金額増額及び、建物火災共済とのセットでの満
額加入推進を図ります

●制度改正により、さらなる補償の充実や掛金等の割引となった事を農家に
周知し、引受の拡大と補償の充実に努めます。有資格調査を徹底し、新規
就農者、他保険契約満了者、クロスコンプライアンス利用者の完全引受及
び水稲育苗ハウスの加入推進を重点的に行います

●農家ニーズに合わせ、保険方式の下限を選択できる提案をします。基準収
入の特例措置やつなぎ融資など、農家に有利な情報を提供し加入拡大に繋
げます
●自動継続特約と農林水産省共通申請サービスの利用での割引で農家の支出
軽減と事務の簡素化に努めます
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損害評価費　5,207  
その他
13,216

予算総額：8億3098万円

令和5年度業務収支予算の概要
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■収入の部 単位（千円） ■支出の部 単位（千円）

●
参
事
統
括
の
下
、
管
理
職
の
責
任
体
制
を
明
確
に
し
、

適
材
適
所
へ
の
職
員
配
置
に
よ
り
、
事
業
の
円
滑
な

運
営
と
事
務
能
率
の
向
上
・
合
理
化
に
努
め
ま
す
。

　●
継
続
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
・
組
織
運
営
が
行
え

る
よ
う
、
業
務
の
合
理
化
、
効
率
化
の
観
点
か
ら
業
務

収
支
の
将
来
見
通
し
等
中
長
期
計
画
を
策
定
し
、
必

要
に
応
じ
て
随
時
見
直
し
ま
す
。

●
全
て
の
農
家
が
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継
続
で
き
る

よ
う
農
業
共
済
、
収
入
保
険
が
一
体
と
な
っ
た
加
入
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
頻
発
す
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
対
応
す
る
た
め

園
芸
施
設
共
済
の
引
受
拡
大
を
目
指
し
、
水
稲
共
済

で
は
全
相
殺
方
式
を
中
心
に
農
家
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

方
式
を
提
案
し
ま
す
。

●
公
共
性
の
高
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
へ
の
信
頼
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
整
備
し
た
体
制
の
下
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
強
化
の
た
め
の
研
修
の
反
復
実
施
、
内
部
検

査
の
実
施
等
各
種
方
策
を
実
践
し
ま
す
。

人件費
559,784

普及推進費　10,670 

受取補助金
362,993

事業勘定受入
222,365

受取利息
140,882

受託収入　47,348 

退職給与金施設預託金
付加金収入　7,180 

賦課金　37,383 

損害防止収入
2,052 

その他
10,772

事
務
執
行
体
制
の
整
備

中
長
期
計
画
の
策
定
と
見
直
し
の
実
践

農
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化
・
実
践

受取補助金
NOSAIの運営経費の一部を国などが負担
事業勘定受入
事業勘定から業務勘定に繰り入れされるもの
受取利息
有価証券、定期預金などの利息収入

人件費
役員報酬、職員給料手当、法定福利費、顧問料等
引当金等繰入
事務機械化準備金、修繕引当金、建設引当金等
施設費
光熱水費、事務所や公用車などの修繕維持費等
業務費
NOSAI部長報酬、各業務の委託費等 

収入では 支出では

第17回通常総代会

●補償の充実を図るため、農家ごとの事故実績を提示し、死亡廃用共済は低
付保割合農家に対する最高補償割合への引上げ、疾病傷害共済は適正な最
高補償共済金額への選択を促し、両者を一体とした加入推進を行います

制度の充実と補償で農家を支援します
令和４年度　共済金４億５２７万円支払いました
令和５年度　総共済金額５,６６１億２,６６１万円を計画しています

◆ 令和４年度事業実績

8,488
100
57
58
73
96

1,097
23,508
638

34,115（実）

組合員数（人） 引受数量 共済金額（千円） 徴収掛金（千円） 支払対象 支払共済金（千円）
15,712ha
690ha

12,239 頭
3,988 頭
47ha
580ha
4,348 棟
38,234 棟
2,609 台

12,537,395
251,078
1,117,970
38,857
69,867
161,198
2,556,937

530,219,540
10,165,390
557,118,232

4,002
6,988
19,011
11,108
929
5,220
20,538
452,074
45,172
565,042

　238人
23人
371頭
3,894 件

２人
83人
89人
482棟
243台

37,616
2,874
35,752
29,953
538

36,800
17,901
190,814
53,027
405,275

農作物共済

家畜共済

果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済
建物共済
農機具共済　　　
　　　計

水稲
麦
死廃
疾病

◆ 令和５年度事業計画

◆ 収入保険

農作物共済
水稲

麦

15,166ha

652ha

1,247経営体　

12,224,775

250,548

家畜共済 16,281頭 1,237,202

果樹共済 48ha 67,403

畑作物共済 524ha 146,603

園芸施設共済 4,724棟 2,792,362

建物共済 38,948棟 539,387,790

農機具共済

収入保険

　　　　計　　　

2,575台 10,019,930

566,126,613

引受数量

令和５年度
引受計画数

引受計画と実施方策

引受計画と実施方策

共済金額（千円）
●関係機関と連携し、一体化用紙の回収に努め、有資格農家を把握し適正な引
受を行います
●水稲・麦において、農家のニーズに応じた引受方式を推進し、無保険者を発
生させないように努めます

●農家ニーズに沿った引受方式を最高の補償が受けられるよう加入推進に努
めます

●生産者団体及び関係機関との連携を密にし、担い手及び集落営農組織の情
報を正確に把握し、各種交付金の対象となる作付面積等と整合性をとり、
適正な引受に努めます

●収入保険、水稲全相殺方式、園芸施設共済推進に合わせて農機具共済の制
度説明を徹底し、農業用ドローンについては、補償内容及び免責規定など
を農家に十分説明し加入推進に努めます

●加入者からの補償ニーズが強い建物総合共済への転換を積極的に行うとと
もに、建物総合共済の共済金額増額及び、建物火災共済とのセットでの満
額加入推進を図ります

●制度改正により、さらなる補償の充実や掛金等の割引となった事を農家に
周知し、引受の拡大と補償の充実に努めます。有資格調査を徹底し、新規
就農者、他保険契約満了者、クロスコンプライアンス利用者の完全引受及
び水稲育苗ハウスの加入推進を重点的に行います

●農家ニーズに合わせ、保険方式の下限を選択できる提案をします。基準収
入の特例措置やつなぎ融資など、農家に有利な情報を提供し加入拡大に繋
げます
●自動継続特約と農林水産省共通申請サービスの利用での割引で農家の支出
軽減と事務の簡素化に努めます

5
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　全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰　

（
敬
称
略
）

事
業
推
進
功
績
者
表
彰

【
建
物
共
済
の
部
】

・
尾
田　
則
男

・
西
東　
輝
雄

【
農
機
具
共
済
の
部
】

・
西
口　
昭
治

・
竹
内　
新
栄

　全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
表
彰　

  （
敬
称
略
）

・
井
村　
長
人

損
害
防
止
事
業

機
器
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
及
び
畑
作
物
共
済

事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

損
害
防
止
に
要
す
る
対
象
機
器
を
購
入
し
た
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
交
付
対
象
者
　

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
及
び
畑
作
物
共
済

加
入
者

　

な
お
、
農
業
共
済
資
格
団
体
に
お
い
て
は
、

当
該
団
体
の
構
成
員
（
団
体
名
簿
を
添
付
）
も

含
み
ま
す
。
た
だ
し
組
合
員
の
う
ち
法
人
に
お

い
て
は
、
当
該
法
人
代
表
者
の
み
と
し
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
12
月
31
日

ま
で
に
収
入
保
険
に
移
行
し
た
農
作
物
共
済
、

果
樹
共
済
、
畑
作
物
共
済
加
入
者
も
対
象
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
当
年
度
に
農
作
物
、
果
樹
、

畑
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
交
付
申
請
を
す
る
と
き
は
　

　
１
台
ご
と
の
型
式
及
び
購
入
額
が
明
記
さ
れ

て
い
る
領
収
書
（
写
し
）
等
ま
た
は
購
入
を
証

明
で
き
る
も
の
を
添
付
し
、
管
轄
の
グ
ル
ー
プ

に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
「
交
付
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
管
轄
の
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

交付対象機器

地域の実情に応じ、さまざまな
損害防止活動に取り組んでいます
•クロップナビ
•病虫害発生予察

•生育調査
•無人ヘリコプター防除等

　クロップナビを県内19カ所の水田に設置し、気温、降水量、風速、
日照時間、葉濡れ時間などを測定しています。測定データは、当組合
ホームページで閲覧できます。いもち病発生予察や刈り取り適期予測
に、ぜひご活用ください。
　クロップナビは、収穫期の９月中旬まで設置予定で、設置中は毎朝
８時にデータが更新されます。

令和５年１月１日から同年１２月３１日までの間に購入した以下の機器

気象データの提供

❷動力噴霧機（器）
　１台当たり購入額の１０分の１、または４万円の
いずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：２０万円以上に限る。

❹水田乗用管理機（ブームスプレーヤ）
　産業用無人ヘリコプター
　１台当たり購入額の１０分の１、または１０万円
のいずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：５０万円以上に限る。
※組合員のうち法人においては、当該法人名義
で購入した機器に限ります。
※交付対象者１名当たりの①～⑤助成金の合計
は１５万円を限度とします。

❶背負式動力散布機・背負式動力噴霧機
　１台当たり購入額の１０分の１、または１万円の
いずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：４万円以上に限る。

❸農薬散布ドローン
　１台当たり購入額の１０分の１、または７万円の
いずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：４０万円以上に限る。

❺スピードスプレーヤ（ＳＳ）　　NEW
　１台当たり購入額の１０分の１、または１０万円の
いずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：５０万円以上に限る。

代表して表彰を受けた
　西東　輝雄さん
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令和４年　保険金等支払い状況

　石
川
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰　

（
敬
称
略
）（
順
不
同
）

・
奥
谷
梨
生
産
組
合

　
組
合
長　
砂
瀬　
雅
夫

・（
有
）
嵐
農
産

　
代
表　
嵐　
俊
樹

・
若
杉
町
生
産
組
合

　
組
合
長　
北
川　
多
佳
司　

・（
有
）
ツ
ボ
ヱ
農
産

　
代
表　
坪
江　
卓
爾

・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
島
支
部

　
支
部
長　
東　
仁
司

・
Ｊ
Ａ
金
沢
市
梨
部
会

　
部
会
長　
奥
野　
泰
久

・
中
野　
翼

・
吉
野　
和
宏

・
西
出　
泰
章

　
加
入
者
の
約
４
割
に
お
支
払
予
定　

　
令
和
４
年
は
、
８
月
４
日
か
ら
の
記
録
的
な

大
雨
に
よ
り
浸
水
し
た
米
の
品
質
低
下
や
収
量

減
及
び
前
年
か
ら
続
く
価
格
低
下
が
影
響
し
、

多
く
の
水
稲
農
家
の
収
入
が
減
少
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
収
入
保
険
加
入
者
７
７
８
件
の

う
ち
３
２
４
件
に
保
険
金
等
を
お
支
払
い
予
定

で
す
。
収
入
保
険
は
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で

は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
。

収
入
保
険
に
加
入
し
て
想
定
外
の
リ
ス
ク
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

想
定
外
の
収
入
減
少
を
し
っ
か
り
補
償

加入者の 声

価
格
低
下
も
サ
ポ
ー
ト

　
良
品
質
の
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
を
育
て
る
た
め
、
土
作
り
は
肥

料
を
多
用
し
過
ぎ
ず
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
な
ど
を
混
ぜ
込
む

こ
と
で
、
作
物
が
栄
養
を
摂
れ
る
土
壌
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か

け
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
３
年
産
の
米
と
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の

価
格
低
下
が
発
生
し
、
今
後
の
価
格
変
動
に
も
不
安
を
感
じ

た
か
ら
で
す
。
万
が
一
の
収
入
減
少
時
に
備
え
が
あ
る
と
安

心
で
す
ね
。

　
こ
の
先
、
冬
場
の
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
増
産
を
図
り
規
模
拡

大
を
考
え
て
い
ま
す
。
需
要
に
合
わ
せ
た
新
品
目
の
追
加
や

雇
用
人
数
も
増
や
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◆
経
営
内
容
◆　
水
稲
ほ
か
42
㌶

（事業開始月が１月～４月で保険金等請求処理済）
（令和５年５月現在）

令
和
４
年
契
約

▲「スマート農業を取り入れ効率よく栽培管理をしたい」
と職員に話す宮本さん

代表して表彰を受けた
NOSAI 山島支部長　東　仁司さん

宝達志水町二
ふ た

口
く ち

有限会社　アグリタウン

代表　宮
みや

本
もと

 稔
とし

也
や

さん（56 歳）

支払い予定
42％

支
払
い
予
定
金
額

約
４
億
７
千
万
円



詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251 8

お答えします！！　農太郎さんへのおすすめは・・・

 

約
７
割
が
風
に
よ
る
被
害         

　
令
和
４
年
度
の
被
害
棟
数
１
５
４

棟
の
う
ち
、
約
７
割
が
台
風
・
突

風
・
低
気
圧
の
通
過
な
ど
の
風
害

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
多
く
が
被

覆
材
の
み
の
被
害
で
し
た
。
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
て
、
大
切
な

ハ
ウ
ス
の
対
策
を
強
化
し
ま
せ
ん

か
？

教えて！！園芸施設共済

台風や竜巻など
万が一のときに
十分な
補償がほしい

小さな被害も
しっかり
補償してほしい

園
芸
施
設
共
済　
大
切
な
ハ
ウ
ス
を
守
り
ま
す

まるっと充実
プラン

③付保割合20％上乗せ特約＋④１万円を超える損害から補償する特約＋①復旧費
用特約＋②撤去費用特約

小さな被害も
安心プラン ③付保割合上乗せ 20％特約＋④１万円を超える損害から補償する特約

備えたい被害に合わせた特約は？

お答えします！！　共子さんへのおすすめは・・・

農太郎さん

共子さん

台
風
、
突
風
、

低
気
圧
の
通
過
に
よ
る

雪害
６％

風雪害
５％

その他
１％

水害
19％

風害
69％

令
和
４
年
度 
事
故
種
別
被
害
棟
数
の
割
合

①復旧費用特約
復旧を条件に、新築時の資産評価の最大
８割まで補償します。（被覆材は対象外）

②撤去費用特約
共済事故により発生する廃材の取片付け
や解体作業などの費用の一部を補償しま
す。（被覆材は対象外。適用には条件が
あります）

③付保割合追加特約（20％）
新築時の資産価格８割が上限であった付
保割合（補償割合）を９割または 10 割
まで引き上げることができます。（被覆
材は対象外。適用には条件があります）

④小損害不填補１万円特約
損害額が１万円を超える損害から支払対
象となります。（通常は３万円または共
済価額の５％を超える損害から支払対象
です）



被害申告の目安

９
割
補
償

に
加
入

８
割
補
償

に
加
入

●
全
耕
地
の
減
収
が
１
割
を
超
え
る

●
全
耕
地
の
減
収
が
１・５
割
を
超
え
る

♦
補
償
例
（
半
相
殺
方
式
、８
割
に
加
入
）

●
耕
地
ご
と
に
５
割
以
上
の
減
収

（
全
損
を
除
く
）

全
相
殺
方
式

半
相
殺
方
式

一
筆
半
損
特
例

※加入者が見込単収を申告する必要はありません

※圃場ごとに10ａ当たりの見込単収を申告して
ください。NOSAI では申告された単収を基に
損害評価をします。適正な見込単収の申告を
お願いします。

※耕地Ａの増収は加味しないため、収穫量は500㎏とし
　ます。
　減収量＝300㎏（共済減収量は71㎏）　支払共済金＝14,484円

【基準収穫量500㎏（合計1500㎏）、１㎏当たり補償金204円の場合】

※該当圃場はすべて被害申告してください。
※特例による支払い対象は５割以上減収した耕地

のみです。

＋100kg

A収穫量
500kg

B収穫量
400kg

C収穫量
300kg

の減収部分が A ～ C 全体のの減収部分が A ～ C 全体の
１割超1.5 割超

５割以上

（A は減収ゼロとして計算）

す
べ
て
の
方
式
に
付
加
で
き
る

詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-22519

　

  
ご
加
入
の
皆
様
へ  　

　
７
月
上
旬
に
、
加
入
者
の
方
に

「
水
稲
共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済

掛
金
等
払
込
通
知
書
」
を
郵
送
し

ま
す
。

　
同
通
知
書
に
は
、
先
に
提
出
し

て
い
た
だ
い
た
水
稲
共
済
加
入
申

込
書
及
び
現
地
確
認
等
の
結
果
に

基
づ
き
算
出
し
た
、
今
年
産
の
水

稲
共
済
掛
金
及
び
賦
課
金
の
金
額

等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
稲
作
付
け
に
変
更
・
訂
正
が

あ
っ
た
場
合
は
、
管
轄
の
グ
ル
ー

プ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  

納
入
期
限
は
７
月
31
日       

  

口
座
振
替
に
ご
協
力
を   

　
振
替
口
座
を
登
録
し
て
い
る
方

は
、
下
記
の
期
日
で
掛
金
等
を
振

替
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
指
定
口

座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
振
替
口
座
を
登
録
し
て
い
な
い

方
は
、
期
限
ま
で
に
掛
金
等
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

掛
金
等
振
替
日

指
定
口
座
が
Ｊ
Ａ

　
　
　
　
７
月
20
日
（
木
）

指
定
口
座
が
Ｊ
Ａ
以
外

　
　
　
　
７
月
24
日
（
月
）

　
期
限
ま
で
に
掛
金
等
の
納
入
が

な
い
場
合
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

 

被
害
申
告
は
収
穫
前
に   

　
８
月
中
旬
よ
り
、
水
稲
の
生

育
状
況
に
合
わ
せ
て
被
害
申
告

の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

　
共
済
事
故
に
よ
る
減
収
や
損

害
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
必

ず
刈
り
取
り
前
に
耕
地
の
地
名

地
番
、
災
害
名
、
災
害
の
発
生

日
を
各
集
落
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部

長
ま
た
は
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
収
穫
後
に
被
害
申
告
を
し
た

場
合
は
、
適
正
に
損
害
評
価
が

で
き
な
い
た
め
、
共
済
金
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

A　減 B　減 C　減A　増 B　減 C　減

A B C
10a

500kg
10a

500kg
10a

500kg
A　減 B　減 C　減

水
稲
共
済　
耕
地
等
情
報
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

被害申告
B、Cを被害申告

特例の適用により基準収
穫量の２割をお支払い
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します
農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

　
５
年
前
に
同
年
代
の
10
人
の
若
手
農
家
が
販
路
の
拡
大
を
目

的
に
集
ま
り
、
小
売
を
メ
イ
ン
と
す
る
共
同
出
荷
グ
ル
ー
プ
を

結
成
。
そ
の
後
、
個
人
の
規
模
、
出
荷
量
が
増
え
、
加
工
業
務

用
野
菜
に
も
挑
戦
す
る
と
き
、
同
社
を
設
立
し
た
。

　
12
月
～
４
月
中
旬
が
収
穫
期
で
あ
る
キ
ャ
ベ
ツ
は
60
㌃
か
ら

始
め
、
現
在
は
皮
が
厚
く
加
工
用
の
「
冬
く
ぐ
り
」、
加
工
用
、

普
通
用
と
も
に
も
使
え
る
「
彩
音
」
の
２
品
種
併
せ
て
２
．５

㌶
栽
培
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
ピ
ー
マ
ン
、
ネ
ギ
な
ど
も
生

産
し
、
県
内
外
の
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
す
る
。

　
大
森
さ
ん
は
金
沢
市
出
身
で
関
東
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
が
、

農
業
の
自
分
で
育
て
た
も
の
で
消
費
者
に
喜
び
を
与
え
る
点
に

魅
力
を
感
じ
て
就
農
し
た
。

　
「
法
人
メ
ン
バ
ー
個
人
の
出
荷
も
行
っ
て
い
る
。
野
菜
の
納

品
数
量
、
価
格
等
の
交
渉
な
ど
も
兼
任
し
て
お
り
、
大
変
だ
が

や
り
が
い
も
あ
る
。
今
後
は
各
々
の
力
を
つ
け
、
更
な
る
販
路

の
拡
大
と
現
在
、
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
じ
ゃ
が
い
も
の
生

産
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
福
来
園
で
は
水
稲
と
花
は
減
農
薬
、
野
菜
は
農
薬
と
化
学
肥

料
不
使
用
で
育
て
、
近
隣
の
自
然
食
品
店
や
ス
ー
パ
ー
の
産
直

コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
出
荷
。
自
家
製
堆
肥
に
よ
る
土
作
り
と
生
物

多
様
性
を
意
識
し
た
栽
培
体
系
が
特
徴
で
、
栽
培
す
る
野
菜
は

30
品
目
に
お
よ
ぶ
。

　
家
畜
の
糞
尿
は
使
用
せ
ず
、
も
み
殻
と
米
ぬ
か
を
ベ
ー
ス
に

野
菜
く
ず
や
そ
ば
殻
な
ど
植
物
性
の
原
料
で
堆
肥
を
製
造
し
て

い
る
。
窒
素
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
配
合
量
に
気
を
付
け
て
発

酵
さ
せ
、
約
２
カ
月
で
完
成
す
る
。

　
堆
肥
は
微
生
物
の
エ
サ
と
住す

み
か処
で
あ
り
、
土
に
混
ぜ
る
と
微

生
物
が
増
殖
し
、
活
発
に
活
動
を
始
め
る
。
そ
の
結
果
、
微
生

物
の
分
泌
物
が
土
壌
の
粒
子
を
く
っ
付
け
て
、
団
粒
化
が
進
み
、

通
気
性
、
保
水
性
と
も
に
優
れ
た
柔
ら
か
い
土
壌
に
な
る
。
ま

た
、
食
味
を
向
上
さ
せ
る
た
め
魚
粉
と
米
ぬ
か
を
嫌
気
性
発
酵

さ
せ
た
ぼ
か
し
肥
料
を
主
に
使
用
し
て
い
る
。　

　
収
穫
は
早
い
と
き
で
朝
４
時
か
ら
。
鮮
度
の
良
い
野
菜
は
味

も
栄
養
価
も
高
い
。消
費
地
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、近
隣
に
限
っ

た
出
荷
で
「
新
鮮
な
状
態
で
消
費
者
に
届
け
ら
れ
、
輸
送
コ
ス

ト
も
抑
え
ら
れ
る
」
と
笑
顔
で
話
す
。

若手が力を合わせて販路開拓

地域に根ざす循環型農業

七尾市中
な か

島
じ ま

町
ま ち

中島
農業法人フラッグシップファーム合同会社
代表社員
大
おお

森
もり

　幸
こう

太
た

郎
ろう

さん（40歳）

野々市市中
な か

林
ばやし

　福
ふ う

来
ら い

園
え ん

代表　福
ふく

田
だ

　康
やす

浩
ひろ

さん（60歳）

ぜひ、とれたてのおいしさを味わってください

今年は量、大きさともに良好です

◇経営面積
水稲、野菜、花合わせて4.4ha
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します
農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

　
令
和
元
年
か
ら
ハ
ウ
ス
１
棟
で
「
の
と
１
１
５
」
の
栽
培
を

開
始
。
中
で
も
、
最
高
級
品
「
の
と
て
ま
り
」
の
生
産
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
「
寒
い
時
期
に
植
菌
し
て
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
で
被
覆
。
保

温
と
保
湿
を
す
る
こ
と
で
し
っ
か
り
活
着
し
、
強
い
シ
イ
タ
ケ

菌
が
育
ち
良
い
ほ
だ
木
に
な
る
」
と
話
す
垣
内
さ
ん
。
用
意
し

た
３
千
本
の
原
木
に
冬
季
２
カ
月
で
約
10
万
個
の
菌
を
植
え
、

う
ち
７
０
０
本
の
ほ
だ
木
を
ハ
ウ
ス
内
で
管
理
。
室
温
は
常
に

12
℃
以
下
を
保
ち
、
傘
色
の
濃
淡
で
水
分
量
を
判
断
し
て
水
分

不
足
に
注
意
す
る
。
木
に
触
れ
る
と
傘
が
黒
ず
む
た
め
、
一
枚

ず
つ
手
で
フ
ィ
ル
ム
を
挟
み
、
接
触
を
防
い
で
い
る
。

　
の
と
て
ま
り
は
規
格
が
厳
し
く
、
傘
の
直
径
が
８
㌢
以
上
、

厚
み
が
３
㌢
以
上
、
巻
き
込
み
が
１
㌢
以
上
で
、
ほ
ぼ
球
状
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
希
少
性
が
高
い
の
で
、
の
と
て
ま

り
と
判
定
さ
れ
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
。

　
平
成
28
年
に
は
大
日
本
山
林
会
の
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し

た
。「
原
木
シ
イ
タ
ケ
は
味
が
濃
厚
で
香
り
も
良
い
。
贈
答
用

に
も
喜
ば
れ
る
一
品
だ
」
と
話
し
、
こ
れ
か
ら
も
の
と
て
ま
り

生
産
に
尽
力
す
る
。

　
「
小
松
市
は
ト
マ
ト
の
一
大
産
地
。
将
来
は
産
地
の
担
い
手

と
し
て
、
新
た
な
仲
間
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
た
い
」
と
話
す
今

川
さ
ん
。
先
日
、
Ｊ
Ａ
小
松
市
新
規
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ア

グ
リ
ス
ク
ー
ル
こ
ま
つ
）
の
１
期
生
と
し
て
２
年
間
の
研
修
を

修
了
し
た
ば
か
り
。
４
棟
の
ハ
ウ
ス
を
借
り
、
大
玉
ト
マ
ト
を

栽
培
・
出
荷
す
る
予
定
だ
。

　
元
々
、
事
務
系
の
会
社
員
で
非
農
家
出
身
だ
っ
た
が
、
数
年

前
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
Ｊ
Ａ
小
松
市
女
性
部
の
活
動
で
、
農
業

の
魅
力
を
知
り
、
思
い
切
っ
て
就
農
を
決
意
し
た
。「
入
り
た

て
の
頃
、
先
生
の
話
を
す
ぐ
に
は
理
解
で
き
ず
、
ス
ク
ー
ル
受

講
中
は
内
容
が
わ
か
る
ま
で
何
度
も
質
問
し
ま
し
た
。
今
は
農

業
を
楽
し
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
進
歩
」
と
話
す
。

　
ス
ク
ー
ル
２
年
目
の
昨
年
７
月
か
ら
プ
レ
就
農
し
、
比
較
的

安
定
し
た
収
量
が
確
保
で
き
る
も
み
が
ら
培
地
養
液
栽
培
で
ト

マ
ト
を
栽
培
し
て
い
る
。
本
格
始
動
の
今
年
は
促
成
・
抑
制
ト

マ
ト
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

　
直
面
し
て
い
る
燃
料
費
高
騰
で
は
、
ｗ
カ
ー
テ
ン
の
利
用
な

ど
の
工
夫
で
課
題
解
決
に
も
意
欲
的
だ
。
今
後
の
人
生
を
農
業

で
よ
り
豊
か
に
、
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
今
川
さ
ん
の
挑

戦
は
続
く
。

シイタケ一筋38年、「のとてまり」に注力

新規就農　トマト産地の担い手に

輪島市町
ま ち

野
の

町
ま ち

垣
かき

内
うち

　吉
よし

雄
お

さん（72歳）

小松市吉
よ し

竹
た け

町
ま ち

今
いま

川
かわ

　浩
ひろ

美
み

さん（59歳）

将来的にはもっと規模を拡大したいです

「おいしい」の声を聞きたくて頑張っています



６月上旬
農作物共済（麦）損害評価

７月１０日
大豆共済掛金等振替日
（振替口座ＪＡ）
　
７月２０日
大豆共済掛金等振替日
（振替口座ＪＡ）
（播種した耕地がすべて麦跡または
品種が「里のほほえみ」の場合）
水稲共済掛金等振替日
（振替口座ＪＡ）

７月２４日
水稲共済掛金等振替日
（振替口座ＪＡ以外）

８月中旬～
農作物共済（水稲）損害評価

９月１０日
麦共済令和６年産加入申し込み開始

６
９

12
詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251

ま
ず
組
合
ま
で
ご
連
絡
を

 

加
入
内
容
変
更
時　
　
　
　

○
農
機
具
の
買
い
替
え

○
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の

　
変
更

○
建
物
の
建
て
替
え

○
加
入
名
義
の
変
更

　
加
入
内
容
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
変
更
の
手
続
き
が
遅
れ

る
と
、
被
災
時
に
共
済
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

 

事
故
発
生
時　
　
　
　
　
　

　
職
員
が
事
故
の
現
地
を
確
認
し

ま
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
の

原
因
が
特
定
で
き
な
く
な
り
、
共

済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中
　

　
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現
在

石
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
品

目
に
つ
い
て
、
加
入
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

７月・８月はイノシシ被害防止月間です　　　
　イノシシによる県内の農作物被害は約８割が水稲被害です。被害が
起こる前に、地域で協力して「防護柵の点検」「周辺環境の管理」「捕
獲の強化」に取り組みましょう。

収入保険の
　　保険料補助が行われます

　新型コロナウイルス感染症による農産物の需要低迷などを受け、
石川県と一部の市町では令和５年度の収入保険加入に向けて、農業
者の掛捨て部分となる、保険料等の補助が実施されます。

〈石川県が実施する補助の概要〉
対　象…令和５年４月３日から令和６年１月31日に新規加入の申し

込みをされた方
補助額…保険料（事務費を除く）の３分の１
　　　補助の目安

　基準収入が1,000万円（保険方式８割加入の場合）
　保険料額約8.5万円のうち約2.8万円が補助額となります

〈市町が実施する補助〉
　昨年度に引き続き、６市町において保険料等が助成されるほか新た
に小松市、能美市において実施されます。

※詳しくはNOSAI職員が説明します。お気軽にお問合わせください。



金沢市

橋
はし

本
もと

　晴
はる

香
か

さん（21歳）

能美市

岩
いわ

井
い

　悠
はるか

さん（26歳）

きらきら
ひかる
きらきら
ひかる
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詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251

組
合
員
の
皆
さ
ん

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

農業共済新聞を
購読してみませんか

購読料：年間 5,520 円

お申し込みは本所企画広報課まで
TEL : 076-239-3111

掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た

対
策
及
び
組
合
員
の
利
便
性
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
集
金
業
務
を

原
則
廃
止
し
ま
す
。
お
早
め
に
口

座
振
替
依
頼
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

口
座
振
替
依
頼
書
提
出
の
留
意
点  

・
掛
金
等
納
入
期
限
の
お
お
む
ね
２
カ

月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

・
届
出
印
、
口
座
名
義
フ
リ
ガ
ナ
の
間

違
い
は
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い

・
Ｊ
Ａ
口
座
と
そ
の
他
の
金
融
機
関

で
は
振
替
依
頼
書
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
農
業
女
子
の
記
事
を
見
る
と

頼
も
し
く
、「
頑
張
れ
！！
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
色
々
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
白
山
市　
Ｔ
さ
ん

　
春
号
の
「
経
営
リ
ス
ク
分
散

の
ス
ス
メ
」
は
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。「
わ
が
ま
ち
こ
の

人
」
を
読
ん
で
い
る
と
大
変
元

気
に
な
り
ま
す
。輪島

市　
Ｔ
さ
ん

家 畜 診 療 所
丹羽　竜祐

七尾・鹿島グループ
山内　啓輔

加賀・能美グループ
今井　貴裕

小 松 グ ル ー プ
黒田　弥那

白山・野々市グループ
麻生　航輝

金沢・河北グループ
谷元　洸介

羽 咋 グ ル ー プ
金田　舜吾

　
若
い
方
が
農
業
を
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
る
と
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
共
済
な
ど
説

明
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。

小
松
市　
Ｙ
さ
ん

皆
さ
ん
か
ら
の
声
募
集
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の

ご
意
見
、
身
近
な
話
題
や
農
業

に
つ
い
て
思
う
こ
と
な
ど
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
声
は
お
便
り
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

　児童養護施設の保育士
として児童が安心して健
やかな日常を過ごせるよ
う、お手伝いをしていま
す。家族総出で行う田植
えや収穫作業が大好きで
す。

　㈲たけもと農場で苗作
りや播種作業、田植え、
稲刈り等農作業補助、
SNSでの情報発信など、
さまざまな仕事をしてい
て、日々の農業に楽しさ
を感じています。

お
詫
び

　
　
33
春
号
に
掲
載
し
た
方
の
お

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
→
誤
：
酒
井
游
星
さ
ん

　
→
正
：
酒
井
遊
星
さ
ん

Vol

新
規
採
用
職
員
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花市　充史
（大聖寺・三木・三谷・橋立）

GL 西　　欣也
（河内・鳥越・吉野谷・

尾口・白峰）

谷口　雅軌
（津幡・井上・英田・中条）

GL 荒井　　守（兼）
（西尾・大杉谷・金野・

中部・御幸）

麻生　航輝
（笠間・宮保・一木）

出村　寿也
（根上・辰口）

黒田　弥那
（月津・矢田野・那谷）

堀　亜紗子
（湯涌・金浦・医王山・浅川）

新谷　憲市（嘱）
（庄・動橋・分校）

吉内　拓哉
（石川・柏野・林中）

髙松寿美子（嘱）
（米丸・三馬・押野・

金城・大徳・戸板）

福田　貴法
（白江・若杉・苗代）

GL 松生　朋広
（小坂・八田・大場・

才田・花園）

田中　玲奈
（寺井・辰口）

細山　敦司
（美川・野々市）

井村　長人
（富樫・額・内川・

安原・二塚）

小堀　尭之
（片山津・金明・湖北）

辻　　裕也
（崎浦・犀川・辰巳・

弓取・川北・鞍月・
潟津・粟五大野）

北　　武明
（松任、旭、中奥、郷）

GL 西出　泰章
（山代・東谷口・勅使・

河南・山中温泉）

部
長　
荒
井　
　
守

川越　翔太
（板津・牧・粟津）

竹田　和也
（笠谷・種谷・倶利伽羅・

河合谷・七塚）

今井　貴裕
（川北・辰口）

安田　理恵
（出城・御手洗・山島）

谷元　洸介
（森本・薬師谷・三谷）

参事
土中　竹弥

海野　茂喜
（中海・国府・苗代・今江）

青山　征貴
（作見・三谷・南郷）

粟原　　誠
（鶴来）

清水　嵩士
（大海・高松・宇ノ気・金津・
向粟崎・内灘・内灘北部）

職員配置図
第
１
事
業
部

加
賀
・
能
美
　

　
　
　
グ
ル
ー
プ

小
松

　
グ
ル
ー
プ

白
山
・
野
々
市

　
　
　
　
グ
ル
ー
プ

金
沢
・
河
北
　

　
　
　
グ
ル
ー
プ

（　）
　
内
は
担
当
地
区

GL
　
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　
新
採

（兼）
　
兼
務

（嘱）
　
嘱
託

（臨）
　
臨
時

４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
し
ま
し
た
。
職
員
の
配
置（
担
当
地
区
）は
次
の
通
り
で
す
。

８名

９名

５名

７名
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見砂　正樹
（羽咋市）

大畑　邦広
（田鶴浜・能登島・中島）

刀祢　直美
（南志見・町野）

金田　舜吾
（志賀）

清田　和之（嘱）
（輪島・西保・大屋・
河原田・鵠巣・三井）

GL 北江　克伸（兼）
（志賀）

GL 志茂　直樹
（七尾）

名古谷浩子
（岩井戸・柳田・

小間生・内浦）

川原　崇裕
（宝達志水町）

市中　裕作
（鹿島・鹿西）

谷内　宏彰
（能都・上町）

福井　千枝
（羽咋市）

中田　光則
（鳥屋・鹿島）

道下ゆかり
（宝立・上戸・直・

正院・蛸島）

竹田　香奈
（羽咋市・志賀）

山内　啓輔
（七尾）

藤田　尚利
（三崎・日置・

大谷・若山）

部
長　
北
江　
克
伸

GL 西尾　正三
（穴水）

原　　和成
（富来）

下出　知明
（中島・能登島）

上野　芳裕
（門前）

職員配置図
第
２
事
業
部

参事　
　　  土中　竹弥

総務部　
部長  松田　雅彦

総務課　
課長　伊矢野　保
　　中西　亮一
　　土野　宏樹
　　島谷　真希
　　山根あやめ
　　土上　　智（臨）

企画広報課
課長　宮本　克巳
　　門間　俊幸
　　地家　佑美

監理室
室長　森　　祐子

保険部　
部長  中谷　修一
　　
業務１課
課長　細山　　真
　　澤田　一也
　　大田　　伸
　　中井　翔大
　　中川　茉優

業務２課
課長　西出　公英
　　軽海　由里
　　桶谷　英一
　　河合顕太郎
　　飲　　成志
　　丹羽　竜祐
　　中尾　友彦
　　本田　　学（嘱）
　　半田　　勇（嘱）

普及推進課
課長　鍛治谷繁男
　　道辻　敬志
　　細山　　真（兼）
　　西出　公英（兼）

家畜診療所
所長　西出　公英（兼）
　　河合顕太郎（兼）
　　丹羽　竜祐（兼）
　　本田　　学（兼）
　　半田　　勇（兼）

本　所

総
務
部

保
険
部

監
理
室

羽
咋
　
　
　
　

　
グ
ル
ー
プ

七
尾
・
鹿
島

　
　
　
グ
ル
ー
プ

奥
能
登

　
　
グ
ル
ー
プ

７名

６名

８名

退
職
（
３
月
31
日
付
）

新
谷　
憲
市

　
　
（
総
務
部
長
）

半
田　
　
勇

　
　
（
家
畜
診
療
所
長
）

岡
本　
一
彦

　
　
（
第
１
事
業
部
長

（兼）
第
２
事
業
部
長
）

髙
松
寿
美
子　

　
　
（
金
沢
・
河
北
Ｇ
Ｌ
）

お
世
話
に

な
り
ま
し
た



石川県農業共済組合
■ 本　所 ■　
〒920-0007
金沢市田中町か26番地1
TEL  076-239-3111（代）
FAX 076-239-0069
Eメール  
kouhou@nosai-ishikawa.or.jp

【本所別館】
〒920-0007　
金沢市田中町か 12番地１

各グループのお問い合せ先は
こちら

【奥能登支所】
〒928-0313
鳳珠郡能登町字天坂に１番地１

ＮＯＳＡＩ石川広報紙「虹」
夏号　vol.34
2023年７月発行

加賀・能美グループ
℡　076-239-2355
（加賀市・能美市・川北町）

小松グループ
℡　076-239-2355
（小松市）

白山・野々市グループ
℡　076-239-2555
（白山市・野々市市）

金沢・河北グループ
℡　076-239-2555
（金沢市・かほく市津幡町・内灘町 ）
羽咋グループ
℡　076-239-2455
（羽咋市・志賀町宝達志水町　 ）
七尾・鹿島グループ
℡　076-239-2455
（七尾市・中能登町）

奥能登グループ
℡　0768-76-2251
（輪島市・珠洲市・穴水町・能登町）

NOSAI石川
ホームページ

NOSAI石川
Facebook

新規採用職員募集

農業保険で地域の農家をサポート

　

送
付
先

 

下記の書類を簡易書留で郵送してください
・履歴書（市販のもので可。写真貼付、連絡先明記）
・成績証明書
・卒業（見込）証明書、獣医師免許証写し
　提出書類は返却いたしません
 　　令和５年８月31日（木）17時まで

〒920‐0007
石川県金沢市田中町か26番地１
石川県農業共済組合　総務課

農業保険法に基づく一般業務お
よび家畜診療に係る業務
①初任給　212,900円（大学卒）
　　　　　（獣医師資格取得者）
　獣医師手当　50,000円 / 月
②大学卒業または卒業見込者で
獣医師資格取得者または取得
見込者
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得見込者
＜試験予定＞
日時　令和５年９月下旬
会場　同組合　本所
内容　筆記（作文）・面接

農業保険法に基づく一般業務の
ほか、事業推進などの外勤業務
①初任給　185,600円（大学卒）
②大学卒業または卒業見込者
　（平成6年4月2日以降に生まれ
た方）
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得見込者
＜試験予定＞
日時　令和５年９月29日（金）
会場　同組合　本所
内容　筆記（一般教養ほか）・
　　　面接

一般職獣医師
新しい仲間をお待ちしています

一般職獣医師

令和 6年度

クイズの答え
郵便番号・住所
氏名・年齢・電話番号
ＮＯＳＡＩへのご意見
広報紙のご感想など

63
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係 

行

金
沢
市
田
中
町

　
　
　
　
か
26
番
地
１

9 2 0 　0 0 0 7

おもてうら

クイズの答えと必要事項を明記してハガキまたはＥメールでご応募ください。正解
者の中から抽選で、５名の方に図書カードを進呈いたします。当選者は氏名のみ次号に
掲載させていただきます。

応募方法

F A X　076-239-0069
Ｅメール　kouhou@nosai-ishikawa.or.jp

33号クイズ当選者
　　　　　　　　（敬称略）

● 締め切り／
　７月27日（木）必着●

藤吉　由紀子
広瀬　恵美子
秋前　敬　子
小西　宏　子
髙橋　洋　子

皆さんも読んでみませんか？農業共済新聞の年間購読料は〇〇〇〇円です。
〇に入る数字をお答えください。　ヒントは13ページへ

詳しい募集要領はコチラ


